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・4・5面 ・4月1巴から平塚市が
「特例市」に

水辺の楽絞』rJ胃入
4月15日⑮オーフン
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相
模
川

①エノキ(二レ科)(2)ノイバラ(パラ科)③オギ(イネ科)

④オ二グルミ(クルミ科)⑤ヨシ(イネ科)⑥クコ(ナス科)

⑦カワウ(ウ科ー留鳥)③コサギ(コサギ科留鳥)⑨モズ

(モズ科留鳥)⑩ミサゴ(タカ科冬鳥)⑪ホオジロ(ホオ

ジロ科・留鳥)@カワセミ(カワセミ科-留鳥)

※留鳥 一年中見られる烏

J11 
で
遊
，. 

-世帯 93，406(+58) 

川
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
な
が
ら
遊
べ
る
「馬
入
水
辺
の
楽
校
」
が
四
月

十
五
日
、
相
棋
川
河
川
敷
(お
花
畑
北
側
)
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

最
近
は
、

子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊
ば
な
く
な
っ
た
り
、
集
団
で
遊
ば
な
く

な
っ
た
り
し
て
、

自
然
体
験
の
場
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す。

こ
の
馬
入
水
辺
の
楽
校
は
、
整
備
さ
れ
た
遊
び
の
空
間
で
は
な
く
、

自
然
の
中
で
、
チ
ど
も
た
ち
が
遊
ぴ
を
創
っ
て
い
く
空
間
で
す
。

忘
れ
か
け
て
い
た
川
の
す
ば
ら
し
さ
を
見
つ
け
に
、
ま
ず
は
、

子
ど
も
の

手
を
と

っ
て、

「学
校
」
で
は
な
い
「楽
校」

へ
一
緒
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
問
い
合
わ
せ
先
水
政
課
(
内
線
2
6
2
1
)

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
に
行
こ
う

四
月
十
五
日
(
日
)、
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
正
午
ま
で
、
馬
入
水
辺
の
楽
校
風
市
午

前
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
相
州
平
塚
七
夕
太
鼓
の
演
技
や
臼

然
観
察
ビ
ン
ゴ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
〈雨
天
中
止
〉

食
相
州
平
場
七
夕
太
誌
の
演
技

マ
時
間

午
前
9
時
ぬ
分
か
ら
と
午
前

μ

時
か
ら
の
2
回
公
演

女
自
然
観
察
ビ
ン
ゴ

馬
入
水
辺
の
楽
校
の
敷
地
の
中
を
歩
き
、

九
つ
の
質
問
に
答
え
る
「自
然
観
察
ビ
ン
ゴ
」

を
開
催
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
水
政

翼
内
線
2
6
2
1
)
へ
。
〈参
加
公
が
あ
り

ま
す
〉

マ
時
間

午
前
即
時
1
日
時

マ
対
象

小
学
生
以
上
の
方
(
幼
児
も
保
護

身
同
伴
で
参
加
で
き
ま
す
)

マ
定
員

削
人
(先
沼
順
)

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
巡
営
協
議
会
の
会
只
を
募
集
し
ま
す
。

ご
協
均
い
た
だ
け
る
方
は
、

水
政
課

(内

線
2
6
2
1)
へ
お
申
し
込
み
の
う
え
、
設

立
総
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

-
運
営
協
議
会
設
立
総
会

マ
日
時

3
月
M
臼
(
土
)
午
後
1
時
却
分

1
3時
初
分

マ
会
場

勤
労
会
館

図
石
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d
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模
川
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佐
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|

鵠
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匂
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句
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町
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¥
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4
4
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町
県
船
入
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臥

r
b
h比
日
H
J
Z
L

聞

園

平
塚
駅
北
口
⑨
番
線
か
ら
茅
ケ
崎
駅
行

「
馬
入
織
」
下
車
徒
歩
均
分
、
大
人
片
道
明
円

-人口 254，979(-55) 手電恋路以盟会BB〈平成13年2月1日現在O内は前月比〉
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年間会員
を募集

宅E

平成13年3月15日

調
べ
る

学
べ
る
お
も
し
ろ
さ

毎
月
第
1
・
3

ダイオ宇多クシ窃@翻溜錨E3j
環境事業センター(ごみ焼却場)の排出ガスに含まれるダ J

芸22認雪?の測定結果をお知らせします。数値は1
炉 |測定値 | 測定日 I ~ 

1号炉 I0.61 I平成 12年 11月21日 I I 
2号炉 I0.49 I平成12年 12月 8日 I t 
3号炉 I1.1 I平成12年 11月21日 I ~ 

単位:n暗g一-TE印Q/川Nm附3 ~ 

※規制基準値は8即On唱1唱g一T花E印Q町/N伽m

1ng一T花E印Q町/N伽m
3号号1炉伊でlはE芯t、ダイオキシン類削減対策工事の目標値1ng-1 
TEQ/Nm3をよ回る測史包括果がでました。これは、特定のパグ ー

フィルター(ろ過式集じ人虐き)が磁損したことが原因でした。 T
この破損を防止するため、パクフィルタ一室の入り口を2，;: 
倍にし、ガスの流れる速さを半分以下に下げる工事をして 4
3月中に運転を再開する予定です。 ~

固 g環境事業センター(宮55-6615)~ 

解
説
を
し
ま
す

4
時
、
加
入

.
天
体
観
察
A
Z
-
--
火
忠
一接
近
や
流
川
一

マ
活
動
日

・
定
員

マ
会

場

野

外
ま

た

は

博

物

館

群

な

ど

の

観
察
を
し
な
が
ら
、
天
体

木
略
目
、
初
人

・
石
仏
を
調
べ
る
A
E
-
-
-
市
内

の

石

造

観

察

の

知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す

マ
会

場

博

物

館

物

を
調
査
し
、

冊
子
に
ま

と

め

ま

す

マ

活
動
日
・
定
員

毎
月
2
回、

主

・
平
塚
の
空
襲
と
戦
災
を
配
錦
す
る

マ
活
動
日
・
定
員

毎
月
第
2
・
4

に

土

附

日
の
夜
、
初
人
(中
学
生
以
上
)

A
Z
-
-
-
平
塚
空
襲
に
関
す
る
資
料
の
収
木
崎
日
の
午
前
叩
時
3
午
後
4
時
、
※
児
成
米
満
の
方
は
応
募
は
が
き
に

集
や
聞
き
取
り
調
査
、
戦
災
地
図
の

叩
人

保
護
者
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

見
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
博
物
館
。
み

作

成

を

し

ま

す

マ

会

場

野

外

ま

た

は

博

物

館

マ

会

場

博
物
館
屋
上
、
月
光
天
文

な
さ
ん
も
実
際
に
自
分
の
手
で
観
察

マ

活
動
日
・
定
員

毎
月
第
4
土
曜

・
古
文
書
購
読
A
Z
--
-
平

塚

市

の

近

世

台

(静
岡
県
函
南
町
)
な
ど

や
研
究
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

目
、
午
後
1
時
初
分
1
5
時、

凶
人

文
啓
を
悦
ん
で
、
地
域
の
暦
史
を
学

.
漂
着
物
を
拾
う
会
・
:
平
塚
海
岸
に

考
古
、
歴
史
、
民
俗
、
生
物
、
地

マ
会
場
博
物
館

び

ま

す

打

ち

上

げ

ら

れ

る

生

き

物
や
人
工
物

質
、
天
文
の
各
分
野
で

一
年
を
通
し

・
古
代
遺
跡
を
探
す
会
・:
遺
跡
の
表

マ
活
動
日

・
定
員

毎
週
金
明
日
、
を
収
拾
し
て
、
海
の
環
境
に
つ

い
て

て
活
動
す
る

「年
開
会
貝
」
を

募

集

面

採

集

を
通
し
て
考
古
学
に
閲
す
る

午

前

日
時
;
午
後
4
時
、

初
人

考
え
ま
す

し
ま
す
。

知

織

を

学

び

ま

す

マ

会

場

博

物

館

マ

活

動

自
・
定
員

毎
月
第
2
土
限

お
申
し
込
み
は
、

三
月
三
十

一
日

マ

活
動
日
・
定
員

毎
月
第
4
日
岨

.
相
模
川
の
生
い
立
ち
を
探
る
会
・
:

日

の

午

前

9
時
却
分
1
日
時
、
初
人

(土
)
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、
目
、
午
前
叩
時
1
午
後
3
時
、
初
人
相
模
川
流
域
の
各
地
を
歩
き
な
が
ら
、
マ
会
場
平
塚
海
岸

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
マ
会

場

野

外
ま
た
は
博
物
館
地
形
や
地
質
を
観
察
し
、
生
活
と
の

・

「
水
辺
の
楽
校
」
生
き
も
の
調
べ

博
物
館
「

0
0
0
会
」
係

(〒
制
1

・
民
俗
探
訪
会
・
:
「相
模
の
祭
と
年
つ
な
が
り
を
考
え
ま
す

の
会
:
・馬
入
の
川
原
に
で
き
る
「
水

制
浅
間
町
ロ
1
4
・
8
お
|
5
1
1

中
行
事
」
を
テ
l
マ
に
川
町
内
各
地
を

マ

活
動
自
・
定
員

毎
月
1
回
、
主

辺
の
楽
校
」
で
自
然
観
察
を
し
ま
す

1
)
へ
。
(
抽
選
)

訪

ね

ま

す

に

臼

峨

日

の

午

前

9
時
1
午
後
4
時

、

マ

活
動
日
・
定
員

毎
月
1
回
、
円

・
展
示
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
:
・

マ
活
動
日
・
定
員

毎
月
1
回、

主

却

人

陥

日

の

午

前

、

初

人

博
物
館
1
階、

2
階
の
常
設
展
示
の
に
土
・
日
曜
日
の
午
前
日
時
1
午

後

マ

会

場

野

外

マ

会
場

相
模
川
河
川
敷
(馬
入
)

官
官
一
1
官
。
主
官
官
叩
?"。
品
申
品
保
帝
口
、
。
申

“.
中
・
士
宮
市
掛
川
山内務
内
叩
山
市
殿
様
山
町
・
持
活
ハ
治
‘
刊
日
叫I
…
山
町
保
山
.
1uZ
主
申
告
山
中
帝
品
'
山
市
内
山
ハ
山
中
山
守
山
町
内
ヂ
帯
保
内
十
涼
山
山
口
帯
保
申
告
品
I
m
u
t
山
布
告
の
叩
内
司
山市品市山
叩品
、ψ
甲
山
ポ
帯
出
来
品
Z
F山
内
申
告
‘
一
0

・

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
郵
送
で
お
送

り
す
る
「
説
明
会
の
ご
案
内
」
を
お

持
ち
の
う
え
、
ど
う
ぞ
、
ご
出
席
く

だ
さ
い

マ
平
成
一
日
年
度
の
整
備
区
域

田
村
、

横
内
、

其
土、

寺
田
縦
、
万
四
、
両
側
、

岡
崎
、
波
田
本
郷
の
各

一
部
区
域

分
担
金
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
総

務
課

(宮
幻
1
8
7
8
6
)
へ、

工

事
内
容
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
建
設

課

(宮

幻
|
8
7
8
7
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
塚
市
で
は
、
公
共
下
水
道
使
用

料
と
水
道
料
金
を

一
緒
に
お
支
払
い

い
た
だ
く

「
上
下
水
道
料
金

一
括
納

付
制
度
」
の
実
施
に
向
け
て
単
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
県
企
業
庁
水
道
局

が
水
道
料
金
と
公
共
下
水
道
使
用
料

を
合
わ
せ
て
鮪
求
し
、
お
支
払
い
い

た
だ
く
制
度
で
す
。
現
在
、
そ
れ
ぞ

れ
の
料
金
の
支
払
い
方
法
が
異
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
(水
道
料
金
は
口

座
揺
杯
、
公
共
下
水
道
使
用
料
は
直

接
金
融
機
関
で
な
ど
て

閉
じ
支
払

い
方
法
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

叫
沼
崎

nυ

M
F
J
ぽ
道

駅

二
-

i

乙

訓

L

法
何
一
一w

su
一dT

カ
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
支
払
い
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
方

に
は
、
後
日
、
手
続
き
方
法
に
つ
い

て
の
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、

下
水
道
総
務

課
(宮
幻
1
8
7
8
6)
へ
。

田
村
積
内
な
ど
の
一
部
に

下
水
道
を
整
備
し
ま
す

四
月
か
ら
次
の
区
域

(市
街
化
調

整
区
域
)
で
公
共
下
水
道
を
整
備
す

る
工
事
を
始
め
ま
す
。
こ
の
整
備
に

よ
り
該
当
区
域
内
の
土
地
所
有
者
な

ど
に
か
か
る
分
担
金
は、

一
平
方
H
M

あ
た
り
三
百
六
十
六
円
で
す
。

※
4
月
上
旬
に
該
当
す
る
方
を
対
象

に
工
事
内
容
や
制
度
に
つ

い
て
の
説

住 2
民三
票 容
がマ
とま
オt.
ま
す

市
役
所
に
行
か
な
く
て
も
、
市
内

十
五
か
所
の
「
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
」

で
、
住
民
票
の
写
し
ゃ
印
鑑
登
録
証

明
書
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
、
年

金
現
況
届、

母
子
健
康
手
帳
な
ど
が

と
れ
ま
す
。

av場
所

な
で
し
こ

・
大
野

・
盟
国

.
神
田

・
大
神
・
城
島

・
岡
崎

・
金

田
・

金
目

・
土
屋

・
吉
沢

・
旭
南

・

旭
北
の
各
公
民
館
、
東
海
大
学
同
慾

会
館
、

駅
前

(M
Nピ
ル
叩
階
)

-
利
用
時
間

マ
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
:
・
午
前

9
時
1
午
後
8
時

(七

-n雌
目
、

祝
日
は
午
後
5
時
ま
で
、
毎
月
第
3

日
晦
日
は
休
み
)

マ
そ
の
ほ
か
の
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

:・
午
前
9
時
1
午
後
5
時

(土

・
日

眼
目
、
祝
日
は
休
み
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
課

(宮

幻
|
8
7
7
3
)
へ
。

走るう124時間ゆめリレー
総合公園で開催するr24時間ゆめリレーIn湘南ひ
らつかJの参加者を募集します。
・日時 6月16日(土)午後3時-17日(日)午後3時
・対象 16歳以上の方
・種目 ①24時間υレー(1チーム6人-10人)

ー参加料 1チーム42白000円-65.000円
②24時間個人一参加料 15，000円

※6時間リレーや4時間ちびっ子リレーも開催しま

す。詳しくは大会事務局へお問い合わせください

.申し込み方法 5月11日(金)までに大会事務局(U61-7209)へ「申込書」を詰

求 し、郵便振替でお申し込みください。 「申込田Jはスポーツ振興財団(総合
公園管理事務所2階)でもお配りします

国

• 
J) 。。

く5レ快適メモ〈連載⑫〉

下水ますの点検にご用心
「下水ますの清掃や点検は期間内に

しなければ忽りません」などと、日本

下水道協会神奈川県支部や自治体名を

名乗り、 清掃や点検をしたあとに高額

な料金を請求するという悪質商法が多

発しています。

日本下水道協会神奈川県支部や平塚

市では、 このよう芯清掃や点検をする

ことはありませんのでご注意ください。

また、不審に患ったら、身分証明君の

提示を求めるようにしましょう。 下水道総務課(内線2447)

l 消費生活相談:毎週金一…内糊 (問階I
電話 (内線~でも相談できます 1 

園

スポーツ振興財団(n35-0 1 02) 

七夕50周年記念誌 2，500円で発売中
昭和田年に始まり、昨年50回を迎えた七夕まつりの歴史をまとめ
た記念誌を1冊2，500円で発売しています。数々のドラマを演じてき
た七夕まつりの足跡をどうぞ、お楽しみください。

[>販売場所 商業観光課(豊原分庁舎2号館3階〉、湘南ひらつか総合

案内所(ラスカ2階) [>サイズA4・166ページ



三
月
三
十

一
日

(土
)
〈
午
前
十

一

時
;
午
後
四
時
〉
と
四
月

一
日
(日
)

〈
正
午
1
午
後
五
時
〉
の
二
日
間
、

駅
前
中
心
商
庖
街
で

「
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

"
H
O
T
ほ
っ
と
湘
南
ひ
ら
つ
か
"

を
テ
l
マ
に
管
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
様
々
な
分
野
で
活
蹴
す
る
地
元
の

.p 

開
霊
峰
村
叫
@

第691号 (1日・15日発行)広報ひうっか図

レポーター
原因随三さん

U 
必すや復活すると誓ってくれた

いな みね しげお

平嫁市民期待の星“稲嶺茂夫選手"
沖縄生まれで平塚育ちの横浜ベイスターズ・稲嶺茂

夫選手。いくつかの苦境からはい上がってきたことで

成長 してきた彼が、償浜ベイスターズの左のエースと

なる日を待ち望み、みんなで応援しましょう。

人
た
ち
が
登
場
す
る
催
し
も
の
が
盛

り
沢
山
で
す
。
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
ま
つ
り
へ
ど
う
ぞ
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
主
な
催
し
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

お
問
い
什
わ
せ
は
、

商
業
観
光
課

(宮

お
1
8
1
0
7
)
へ
。

消防車でも遊べるよ

-R
3
月
幻
自
(土
)
マ
ベ
ル
マ
l
レ

チ
l
ム
シ
ョ
ッ
プ
マ
春
の
園
芸
即
売

マ
フ
リ
I
マ
ー
ケ
ッ
ト
マ
障
害
者
地

域
作
業
所
製
品
の
販
売

・
展
示
マ
陶

器
市
&
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-R
4
月
1
日
(日
)
マ
消
防
車
と
遊

ぽ
、
っ
マ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
マ

春
の
園
芸
即
死
マ
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ

ト
マ
陣
担
者
地
域
作
諜
所
副
品
の
版

光

・
展
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マ
陶
器
市
&
ギ
ャ
ラ
リ
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-R
4
月
1
日
(日
)
マ
ガ
オ
レ
ン
ジ

ャ
1
シ
ョ

1
(午
後
1
時
1
2時
と

午
後
3
時
i
4時
の

2
回
)
マ
お
楽

ド
ラ
フ
ト
七
位
で
横
浜
ベ
イ
ス

タ
1
ズ
に
入
団
し
た
期
待
の
新
人

稲
組
選
手
を
訪
ね
、
湘
南
シ
l
レ

ッ
ク
ス
球
場
(梢
須
賀
市
長
浦
町
)

に
行
き
ま
し
た
。
球
場
で
は
、
若

手
選
手
が
厳
し
い
練
習
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
稲
制
選
手
の
背

佐
官
号

「三
九
」
は
、
ぼ
く
を
取

っ
て
く
れ
て

"
サ
ン
キ
ュ
1
・と

一宮
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

彼
の
礼
儀
正
し
く
小
麦
色
に
日
焼

け
し
た
梢
か
ん
な
顔
だ
ち
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

稲
嶺
選
手
は
、
投
手
で
身
長

一

七
七
刊
〈
体
量
六
八

J
、
横
内
小

|
横
内
中
l
東
海
大
相
続
|
東
海

大
と
進
み
、
常
に
エ

l
ス
と
し
て

活
制
。
特
に
東
海
大
で
は
、
首
都

大
学
リ
l
グ
五
シ
ー
ズ
ン
で
通
算

人
勝
を
マ
ー
ク
し
、
大
学
選
手
権

で
は
チ
1
ム
を
格
優
勝
に
導
い
た

逸
材
で
す
。
し
か
し
今
は
、
ひ
じ

し
み
釣
り
大
会
マ
ら
く
が
き
大
会
マ

ふ
れ
あ
い
動
物
園

(火
)
、
午
前
即
時
i
午
後
6
時
却
分

(U
Hは
午
後
3
時
ま
で
)

3
月
辺
口

(木
)
1
幻

け

マ

会

場

市

民
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ラ
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壬
E
会-
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骨
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マ
軽
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動
車
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軽
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車
検
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主
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ヰ
ゴ
防
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」
己
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Y
E
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E
盗
難
な
ど
で
実
際
に
所
有
し
て
い

F
E
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-
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-
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ー

な
く
て
も
廃
車
の
手
続
き
を
し
な
い

と
引
き
続
き
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
手
続
き
を
代
理
人
な
ど
に
依

頼
し
た
方
は
手
続
き
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
を
も
う

一
度
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
税
課
(内

総
2
2
6
8)
へ
。

-R
4
月
1
日
(目
)
マ
白
バ
イ
コ
ー

ナ
ー

(ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
の

展
示
、
記
念
搬
脳
会
)

・啄.‘星・
原
付
き
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
を
廃

車
す
る
と
き
は
、

三
月
三
十
日
ま
で

に
手
続
き
を
す
る
と
平
成
十
=一
年
度

の

「軽
肉
動
車
税
」
が
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

行

aE
-Eα
以
F
の
原
付
き
バ
イ

ク
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
小
地
特
妹

自
動
車
を
廃
車
す
る
と
き
は
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
椋
識
交
付
証
明
骨
、

印
を
お
持
ち
に
な
り
、
市
民
税
課
(市

役
所

一
階
③
一
番
窓
口
)
に
お
届
け
く

だ
さ
い
。

を
痛
め
リ
ハ
ビ
リ
中
と
の
こ
と
。

ほ
か
の
投
手
が
投
げ
込
ん
で
い
る

の
を
見
て
い
る
と
あ
せ
る
こ
と
が

あ
る
が

「成
功
は
あ
せ
ら
な
い
人

に
や
っ
て
く
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

自
分
を
励
ま
し
て
い
る
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

日以速

一
四
五
キロ
の
速
球
と

一
番

自
信
の
あ
る
高
速
ス
ラ
イ
ダ
ー
が

よ
み
が
え
る

H
は
近
い
と
確
信
し

ま
し
た
。

間
企
は
何
で
す
か
と
聞
く
と
「
今

年
中
に
は
マ
ン
ウ
ド
に
立
ち
た
い
。

そ
し
て
平
田
部
球
場
で
市
民
の
み
な

さ
ん
の
前
で
投
げ
た
い
。
将
来
は

数
多
く
笠
板
し
て
防
御
率
で
勝
負

し
た
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
"
な
せ
ば
な
る

"
と
力

強
く
括
っ
た
守
口
諜
に
期
待
が
膨
ら

み
ま
し
た
。
み
ん
な
で
乎
塚
町
M
ち

の
梢
浜
ベ
イ
ス
タ

1
ズ
「
稲
嶺
茂

夫
選
手
」
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
!

そ
の
ほ
か
の
二
輪
車
や
軽
自
動
車

を
廃
車
す
る
と
き
は
、
必
袋
品
目
類
を

お
確
か
め
の
う
え
、
次
の
と
こ
ろ
へ

お
届
け
く
だ
さ
い
。

マ
二
輪
車
(
由
民
以
上
)
・
:
湘
南
自

動
車
検
特
登
録
事
務
所
(京
銀
回

mm

i
m
-
g
M
1
8
9
0
8
)
 

J
九
削
ぷ
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引

J
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ω味
引

ω法
制

ω忽
引

狂
犬
痛
の

1
A

予
防
注
射
で
す

外国籍市民相談スタート

生
後
九
十

一
日
以
上
の
犬
を
対
象

に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
左
表
の
会

場
で
実
施
し
ま
す
。

会
場
へ
は
、
首
輪
を
し
っ
か
り
と

つ
け
、
犬
を
押
さ
え
ら
れ
る
方
が
連

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
必
寄
り
の
会

狂犬病予防注射の日程

場
で
注
射
で
き
な
場
合
に
は
、
動
物

病
院
で
も
注
射
で
き
ま
す
。

マ
料
金

受
録
済
み
の
犬
:
・
三
千
二

百
二
十
円
、
初
め
て
登
録
す
る
犬
:
・

六
千
二
百
二
十
円

マ
持
ち
物

通
知
暫
(は
が
き
)
、
愛

犬
手
帳
※
初
め
て
登
録
す
る
場
合

は
不
要
で
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
管
理
課

(内
線
2
2
4
2)
へ
。

*の会場は15時まで

一一一一一六
ーノC 犬のふんの後始末を忘れずに。マナーを守って飼い主がしっかり処理しましょう。

主主夫市民ツアー参加者募集
春の高山祭「屋台特別曳き揃えJを見ょう 4月かう、スペイン語、ポルトガル語による外国籍市民相談を受け付け

ます。お問い合わせは、 交流親善課 (n25-2520)へ。
じ〉相談日 スペイン語毎月第1.3水曜日、ポルトガル語毎月第2-4水曜日

じ〉時間 午前9時~正午 [>会場 市民相談室(東附属庁舎1階)

Existe uf'D Centro de consulta aos Estrangeiros，com a士endimentoem 
Portugues eεspanhoi. Iniciar-se-a a Ra代irde abril 
Dia e Horario de Consulta em Portugues:Somente quarta-feira da 2-e 
4~ semana de cada mës.9;00~12;00 Local:Centro de Consultas aos 
cidad菖osCAnexo Leste da Prefeitura primeiro andar) 

para mais informacoes:1くORYUSHINZENKA(25-2520) 

A partir del mes de Abril se aceptaran consultas de los ciudadanos 
extranjeros，en portugues y espanol. 
Dias y Horario de consultas en esparヨ01:しosprimeros y terceros 
miercoles de cada mes.9;OO~12;00 Lugar:Salon de consultas para 
los ciudadanos (Anexo al Chosha Este，primer piso) 

Solicitud de informacion:KORYUSHINZENKA (25-2520) 

4・定員 35人(先制|慎)

・費用 49.000円
4・申し込み先 神奈川中央交通トラ

ベルセンター(宮22-8866)
国 交流親善課(n25-2520)

友好都市・岐阜県高山市を訪れ、替

の高山祭「屋台特別金き漏え」を楽し

んでみませんか。

・日程 5月11日(金)-13日(日)

・コース
1> 11日 午前7時平塚駅発ー(新幹線)
一米原 彦根城・長浜献策一長良

川温泉泊

1> 12日 美濃(和紙の里)ー郡上八幡間
策ー飛騨の里(歓迎式典)一高山市

内泊

1> 13日 昼食まで自由行費トー(新幹線)
一午後7時平塚駅岩

ケーブルテレビ湘南チャンネJレ(2ch)で、市内各地域の歴史や郷土料理、サーク
ル活動忽どを紹介する「みん芯のテレビ~平塚発-まち探検J。今回は須賀公民館
から生放送でお送りします。再放送は、 3月21日(水).28日(水)午後9時-9時45分
と3月24日(土). 31日(土〉午後2時-2時45分です。 圃 広報広聴限(宮21-8761)

4月 9:30~11 :30 13:30~ 14: 15 14・45~15:30

3日(火) 馬入公園 伊勢山公園 ふじみ野第四公園

4日(水) 田村宮の前公箇 *莫士大塚山公園

5日(木) なでしこ公園 給風公園 南原公民館

6日(金) 城島公民館 月見公園 四之宮公園

9日(月) 旭北公民館 四十瀬川公園 桃浜公園

10日(火) 大神公民鎗 万田公園 吉沢公民館

11日(水) 三島公園 女旭第一公園

12日(木) 大野公民館 岡崎公民館 山王山公園

13日(金) 豊田公民館 真田神社 五領ケ台公園

16日(月) 金田公民館 徳延公圏 土屋スポーツ広場

17日(火) 横内公民館 女中原公民館

18日(水) 大久保公園 *八幡公民館

19日(木) 金目公民館 女見附台公園

ケーブルテレビ「みんなのテレビ~平原発・まち拐験-J

須賀公民館か5生放送
3月17日(土) 午後2時......2時45分
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地
方
分
権
時
代
の
湘
南
の
リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し
て

ま
す
。
ま
た
、
市
民
参
加
の
仕

組
み
づ
く
り
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
芯
ど
、
市
民
、
企

業
、
行
政
の
協
働
に
よ
り
、

湘

南
の
中
核
都
市
と
し
て

「二
十

一
世
紀
の
平
塚
ら
し
い
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

市
民
の
み
砿

さ
ん
に
最
も
身
近
芯
行
政
で
あ

る
市
に
、
い
く
つ
か
の
事
務
が

委
譲
さ
れ
る
と
と
に
よ
り
、
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
自
ら
の
賢
任
で
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
芯
り
ま
す
。
ま
た
、

査

し

、

事

業

者

を

指

導

監

督

し

行

政

サ

ー
ビ
ス
も
迅
速
か
つ
き

ま

す

。

め

細

か

く

提

供

で

き

る

よ

う

に

ま

た

、

次

の

よ

う

芯

事

務

も

な

り
ま
す
。

市
に
委
譲
さ
れ
、

快

適

な

環

境

平

塚

市

で

は

、

特

例

市

へ

の

特
例
市
に
関
す
る
お
問
い
合

づ
く
り
の
権
限
が
強
化
さ

れ

ま

移

行

に
伴
う
行
政
琵
任
や
事
務
わ
せ
は
、

企
画
課
(宮
引
1
8

す

。

の

増

加

に

柏

極

的

に

取

り

組

み

7
6
0
)へ
お
願
い
し
ま
す
。

①
川
や
地
下
水
、
海
怠
ど
が
ど

の
程
度
汚
れ
て
い
る
か
の
監

記

念

式

典

と

講

演

マ
日
時

4
月
6
日
(
金
)
午
後

2
時
加
分
5
4
時
泊
分

①
自
動
車
騒
音
の

常

時

測

定

特

例

市
移
行
記
念
式
典
と
記
マ
会
場

中
央
公
民
館

③
工
場

・

事

業

場

な

ど

か

ら

発

念

講

演

を

開

催

し

ま

す

。

入

場

マ

記
念
講
演

「
新
世
紀
の
地
方

生

す

る

騒

音

・

振

動

や

悪

臭

は

無

料

で

す

。

自

治

」

踊

師

は

松

藤

保

孝

さ

を

規

制

す

る

地

域

の

指

定

お

お

申

し

込

み

は

電

話

で

企

画

ん

(

神

奈

川

県

企

画

部

市

町

よ
び
基
準
の
設
定
芯
ど

0

0

課
(
宮
引
1
8
7
6
0
)
へ

。

村

課

長

)

自
主
主
寺
培
、

D
喜
一
歩

=
n
-
t
h
d
z
n
E
，T
r
u
a
z
v
-
A
，一

総
合
計
画
第
2
次
実
施
計
画
ス
タ
ー
ト

も
っ
と
身
近
で
、
よ
り
き
め
こ
ま
や
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
し
て
、

四
月
一
目
、
平
塚
市
は
特
例
市
に
な
り
ま
す
。
特
例
市
と
は
、
政
令
指
定
都
市
、
中

核
市
に
次
い
で
創
設
さ
れ
た
新
し
い
都
市
制
度
で
、
対
象
は
人
口
二

十
万
人

以

上
の

市

で

す
。
特

例

市
に

な
る
と
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
い
く
つ
か
の
事
務
権
限
が
委

譲
さ
れ
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

5
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
が
変
わ
り
ま
す

特
例
市
に
移
行
す
る
と
、
平

塚
市
で
は
環
境
、
都
市
計
画
、

消
費
生
活
芯
ど
、
市
民
生
活
に

密
沼
し
た
十
四
法
律
十
八
項
目

の
事
務
が
県
か
う
委
譲
さ
れ
ま

す。
主
芯
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

-
快
適
な
環
境
づ
く
り

「水
質
汚
濁
防
止
法
」砿
ど
の

諮
識
の
一
部
が
委
譲
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
工
場
や
窃
諜
場

芯
ど
が
法
で
指
定
す
る
施
設
な

ど
を
新
設
変
更
し
た
場
合
に
は
、

市
へ
届
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
市
は
届
け
出
の
内
容
を
調

政令指定都市

特例
人口20万人以上で
政令で指定する都市

(全国で30市)

市

核
人口30万人以上、
面積100km2以上で
政令で指定する市

(全国で28市)

市
人口5万人以上、中心

市街地に全戸数の6割

以上が存在する芯ど

(全国で600市)

市

般

中

av「
開
発
」
の
調
整

「都
市
計
画
法
」
芯
ど
の
事
務

の
一
部
が
委
譲
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
平
塚
市
闘
発
審
査
会
を
設

置
・
連
富
し
、
市
街
化
調
聾
区
域

内
の
開
発
行
為
の
審
議
、
開
発

許
可
処
分
に
対
す
る
審
査
請
求

芯
ど
へ
の
体
制
を
整
え
ま
す
。

avは
か
り
の
検
査

「計
置
法
」
の
事
務
の
一
部
が

委
譲
さ
れ
、
は
か
り
の
定
期
検

査
や
立
ち
入
り
検
査
を
市
が
実

施
し
ま
す
。
定
期
検
査
は
今
ま

で
、
は
D
り
の
使
用
者
が
指
定

さ
れ
た
場
所
に
は
か
り
を
持
参

し
て
検
査
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
計
理
士
が
巡

回
し
て
検
査
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

新
平
塚
市
総
合
計
画
の
第
二
次
実
施
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
の
三
年
間

に
実
施
す
る
施
策
や
主
要
芯
事
業
を
定
め
、
告
年
度
の
行

財
政
運
営
の
指
針
と
怠
る
計
画
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
福

祉
・
健
康
、

産
業
、
教
育

・
文

化
、
都
市
基
盤

・
環
境
な

ど
の
分
野
別
施
策
体
系
に
沿
っ
て
四
百
四
十
事
業
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
三
年
間
の
総
計
画
事
業
費
は
、
五
百
八
十
五

億
二
千
二
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

5
つ
の
重
点
施
策

こ
の
計
画
に
は
、
誼
点
的
に

取
り
組
む
施
策
と
し
て
次
の
五

つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

hFD
ヒコ』
-
b
1
5
λ
D

協
働
で
取
り
組
む
環
境
基
本
計

画
や
、
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
盤
備

芯
ど
を
推
進
し
ま
す
。

マ
実
施
計
画
事
業
名
:
環
境
基

本
汁
E
D径
監
、

l
J
ブ
イ
フ

お
問
い
合
わ
せ
は

の
も
と
、
市
民
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
条
例
制
定
芯
ど
「
仕

組
み
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

安
と
、

行
更
舌
一
羽

D
処『
m
p一室

マ
実
施
計
画
事
襲
名
:
l
T市

民
鵠
習
会
の
開
催
、
行
政
情

報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
な
ど

健康相談
(保健センター)

834-0311 
く〉電話 毎週月~金曜日10時
~16時

く〉育児相談(来所) 毎週水曜

日 9 時30分~1O時30分

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

236-6013 
く〉来所 毎週月~金曜日10時
~1 7時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 4土曜日を除く)

青少年相談室
(市民センター2階)

234-7311 
。青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 10時~17時
ゐゐで，.φゐ与し

く〉ヤングテレホン公33-7830
(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜
日は13時)~18時30分

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線2293
く〉人権 4月3日(火)、 17日
(火)13時~16時

。行政 4月3日(火)13時~
16時
。一般法律(予約制) 毎週水

曜日と毎月第4木曜日 (3

月22日) 13時~16時

く〉登記・供託・測量 4月13日
(金)13時~16時

。住宅(新・改築)

(火)13時~16時

。発明・考案・特許

(月)10時~15時

。下請け取り引き 3月15日
(木)、 4月19日(木)13時30
分~16時

く〉年金・社会保険・労災

10日(火)13時~16時
。消費生活 毎週金曜日9時
~16時

く〉手話案内 毎週金曜日9時

~12時30分

。建築設計・耐震・バリアフリー

中央
緬祉会館 公民館

絹子、ロ
Z買ど
セも
ン敏

?育-市民
センター

金B窪田 9 時~16時

。婦人 4月12日(木)10時~
15時

く〉子どもの発達・発育の相談

・毎週月・水・金曜日 10時~15

時(来所相談は予約制)

子育て支援センター
(須賀保育園2階)

2.FAX21-7639 
0子育ての相談 ・情報提供

毎週月~金曜日9時30分~
16時(第3月曜日午後除く)

233-2333 
。法律(要予約) 4月12日(木)

13時30分~ 1 5時30分

O~舌支援・ボランティア 毎週

月~金曜日 8時30分~17時

。母子 ・家庭児童 毎週月~

療育相談室
(豊田分庁舎)

ft • FAX32 -2738 

保健福祉総合相談
(市役所1階)

221-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日 8 時30分~17時

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9B寺30分-16時

習日野中入口

3月19日(月)13時~16時
。高年齢者職業 4月3日

(火)、 10日(火)9 時~12時
。許認可各種届出 3月27日
(火)13時~16日寺

く〉外国籍市民 スペイン語は

毎月第1・3水曜日、ポル

トガル語は毎月第2・4水

践日 9 時~12時

。一般市民 毎週月~金曜日

8 時30分~17時

福祉会館

832-3355 
。労働 (勤労者 ー事業主対象)

4月12日(木)13時~16時

4月17日

4月9日

勤労会館

4月

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す



~爆市が第691号 (1日・15日発行)広報ひうっか回

地方分権を進める「特例市J
地方分権の目的は、個性豊かで活力に満τ

た地域社会を実現することにあります。そ(

ためには、国の事務権限を住民により身近7

地方自治体に移し、住民ニーズを迅速 ・的E
に行政に反映することが必要です。

しかし、県や市など地方自治体の規模 • f 
力は二千差万別で、あらゆる行政分野にわたー

て事務を処理することは困難です。特例市F
度は、人口20万人以上で事務処理能力のあミ
市に対して一定の事務権限そ一括して移し、

地方分権をさらに進めるための制度として、

昨年の4月にスタートしました。

県内では小田原市、大和市が昨年11月に寺

行しました。平塚市など、この4月に移行す;

都市を含めると、全国では30市が特例市と1
ります。

柁
核
川
富
山
一
-
入
地
区
ハ
必
匿
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を
整
備
し
、

水
辺
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
見
附
台
周
辺
地
区

総
合
整
備
の
基
本
構
想
を
策
定

す
る
な
ど
、
都
市
基
盤
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

マ
実
時
四
計
画
事
業
名
・
馬
入
レ

ジ
ャ
ー
拠
点
(
堤
内
地
)
盤

備
事
築
、
見
附
台
周
辺
地
区

総
合
盤
備
窃
業
、
木
谷
町
民
記

念
館
盤
備
事
業
な
ど

-
環
境
共
生

・
発
信
都
市
の

推
進
市
民
の
み
芯
さ
ん
と
行
政
が

-
災
害
に
強
じ

安
全
芯
ま
ち
づ
く
り

震
災
な
ど
の
災
害
時
に
迅
速

な
対
応
を
す
る
た
め
、
防
災
・

消
防
関
連
の
施
設
-
機
器
の
整

備
や
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

マ
実
施
計
画
事
業
名
:・
消
防
・

災
害
関
係
車
両
整
備
事
業
、

消
防
本
部
通
信
指
令
施
設
費

備
事
業
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー

・
協
力
員
の
育
成
芯
ど

-
市
民
活
動
が
盛
ん
芯

ま
ち
づ
く
り

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
実
現
の
た
め

日
嗣
凶
凶

を
密

総
合
計
画
の
推
進
や
特
例
市
へ
の
移
行
に
よ
り
、
個
性

豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

四
月
一
日
か
う
市
の
機
構
を
変
更
し
ま
す
。

一
課
二
担
当
を
新
設

訟
し
ま
す
。

O
市
民
情
報

・
相
談
課

(宮

山
1
8
7
6
4
)

本
庁
舎
1
階
に
あ
る
市
民
相

談
室
を

「
市
民
情
報

・
相
談
課
」

と
し
、
市
民
か
ら
の
相
談
や
広

聴
、
情
報
公
開
の
窓
口
と
し
て

そ
の
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す

。
報
道
担
当
(
内
線
2
3
4
1
)

市
民
の
み
芯
さ
ん
の
意
見
を

積
極
的
に
お
聴
き
し
、
情
報
提

供
を
充
実
す
る
こ
と
、
平
塚
市

の
持
つ
固
有
の
文
化
や
歴
史
を

掘
り
起
こ
し
、
活
用
し
て
「
ふ

る
さ
と
意
識
」
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
一
課
二
担
当
を
新

至
茅
ヶ
崎

バJR平塚駅匡

至総合公園 一一一 至厚木

高齢者技能センター とtE通安全協会
甲凶
美術館 平塚警察署

ダ
イ
エ
ー

• 市役所
済生会
・平塚病院

田
両
氏委
部

哲
司
文
同

舎

教

総

l
l

A
門

J

+・品

+

A

F

-

-

分

館

館
|
」
い
」

原

号

号

曲
言

4
1
内
ζ

/

E
 

検
察
庁
前

.

至追分

至
大
磯

市
民
へ
の
情
報
提
供
を
充
実

す
る
た
め
、
広
報
課
に
「
報
道

担
当
」
(
本
庁
舎
3
階
)
を
設
け

ま
す
。
ふ
る
さ
と
歴
史
担
当

(
内
線

3
5
7
6
)
 

社
会
教
育
課
に
「
ふ
る
さ
と

歴
史
担
当
」
(
豊
原
分
庁
舎
1
号

館
3
階
)
を
設
け
、
平
塚
市
の

持
つ
文
化
や
歴
史
の
掘
り
起
こ

し
・
活
用
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す

一
課
一
担
当
を
統
合

関
連
艶
務
を
統
合
し
、
業
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

。
湘
南
E
陵
整
備
課
を
都
市
計

画
課
に
統
合
し
ま
す

湘
南

E
陵
の
整
備
を
都
市
計

画
全
体
と
し
て
推
進
し
て
い
く

省
庁

時
間
出
回

訓

h
r
d
百

置ru

し
ま
す

た
め
、
湘
南
E
陵
盤
備
課
を
都

市
計
画
課
に
統
合
し
、
「
都
市
計

画
課
湘
南

E
陵
担
当
」
(
本
庁
舎

4
階
)
と
し
ま
す

。
管
財
課
の
取
得
担
当
を
管
財

担
当
に
統
合
し
ま
す

(
西
附

属
庁
舎
2
階
)

B
σ
，
惇
郭
4
4
H
J

卜「
J1
ク
を
元

成
し
ま
す
。

マ
実
施
計
画
事
業
名
・
市
民
活

動
推
進
の
仕
組
み
づ
く
り
、

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
芯
ど

-
情
報
い
き
か
う

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

l
T
の
急
速
芯
進
歩
と
園
の

情
報
化
施
策
に
対
応
す
る
た
め
、

市
役
所
を
は
じ
め
と
す
る
情
報

通
信
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。
ま

た
、
市
民
生
活
に
役
立
つ
地
域

情
報
化
を
市
民
と
の
協
働
に
よ

り
進
め
ま
す
。

名
称
を
変
更
し
ま
す

今
回
の
機
構
の
見
直
し
に
あ

わ
せ
、
次
の
課
担
当
の
名
称

を
変
更
し
ま
す
。

。
広
報
広
聴
課
を
「
広
報
課
」

に
変
更
し
ま
す
(
本
庁
舎
3

階
)

。
女
性
行
政
推
進
室
を
「
男
女

共
同
参
画
推
進
室
」
に
変
更

し
ま
す

(
M
N
ビ
ル
旧
階
)

。
市
民
活
動
推
進
課
の
市
民
生

活
相
談
担
当
を
「
市
民
生
活

担
当
」
に
、
市
民
参
加
推
進

ホ
ー
ム
ベ
l
ジ
で

こ
の
第
二
次
実
堕
計
画
を
紹

介
す
る
計
画
冨
は
、
市
役
所
や

公
民
館
、
図
宮
館
な
ど
に
備
え

て
あ
る
ほ
か
、
概
要
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す。

U
Rし
は
一
面
題
字
右
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は

計
画
告
を
企
画
課
(市
役
所
3

階
)
で
無
料
で
お
配
り
し
て
い

ま
す
。

。
問
い
合
わ
せ
先
企
画
課

包
(引

)
8
7
6
0

担
当
を
「
市
民
活
動
推
進
担

当
」
に
変
更
し
ま
す

(
烹
附

属
庁
舎
2
階
)

お
問
い
合
わ
せ
は

今
回
の
変
更
に
よ
り
、
四
月

一
日
か
う
市
の
組
織
は
二
十
部

八
十
一
課
百
六
十
四
担
当
と
芯

り
ま
す
。

市
役
所
に
ご
用
の
際
は
、
用

務
先
を
確
認
の
う
え
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
先
企
画
課

包
(引

)
8
7
6
0

•••••••••••••••••••••••

••••••••••••• 

高
齢
者
技
能
セ
ン
タ
ー
が
完
成

平
塚
市
高
齢
者
技
能
セ
ン
タ

ー
が
完
成
し
、
四
月

一
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

場
所
は
西
八
幡
一
丁
目
に
あ

る
交
通
安
全
盛
E

の
西
隣
(
よ

図
参
照
)
で
、
総
事
業
費
は
八

千
八
百
九
万
五
千
円
で
す
。
施

設
は
二
階
建
て
で
、
高
齢
者
に

や
さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
、

h
p
高
齢
者
技
能
セ
ン
タ
ー

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
図
る
自
動
詞

光
式
の
照
明
器
具
な
ど
が
取
り

入
れ
う
れ
て
い
ま
す
。

技
能
習
得
が
目
的

こ
の
高
齢
者
技
能
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
生

き
が
い
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
「
技
能
習
得
」
を
目
的
と
し

た
施
設
で
す
。

四
月
以
降
は
、
高
齢
者
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
|
謎
成
研
修
、
ふ
す

ま
張
。
ゃ
植
木
の
せ
ん
定
芯
ど

の
技
能
関
習
会
、
介
護
予
防
教

室
な
ど
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。
間
習
会
や
教
室
の
案
内

な
ど
は
、
随
時
広
報
ひ
ら
つ
か

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
場
所

西
八
幡
一
丁
目
3
番

2
1
2号

マ
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉

・
介
護
保
隙
諜

(
内
線
2
6

7
6
)
 

※

4
月
1
日
か
ら
は
直
接
、
高

齢
者
技
能
セ
ン
タ
ー
(
宮
泊

1
2
3
3
5
)

へ

生
き
が
い
事
業
団

も
移
転
し
ま
す

現
在
、
福
祉
会
館
の
中
に
あ

る
生
き
が
い
事
業
団
の
事
務
所

が
四
月
一
目
、
新
設
さ
れ
る
高

齢
者
技
能
セ
ン
タ
ー
の
中
へ
移

転
し
ま
す
。
電
話
番
号
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
生
き
が
い

事
業
団
宮
(お
)
2
3
3
5

A' A. A. A. -A. 
A

・A. 
A

・-A' A' 
A

・A. A. -A' A' A' a' A' A' A' A' A' A' A' 
A

マA' 一
W

・A・-A'A'AZA'AZ----AZAZA--A'AZ-AZA'

A' A' A' A' A' A' A' A' A' A' a' A' A' A' A' A' a' A' A' A' a' A' A' A' A' a' A' A' A' 

迷
わ
ず
早
め
に
受
診
し
ま
し

ょ
、っ
。「風

邪
」
と
診
断
さ
れ
れ

ば

一
安
心
で
す
。
迎
切
な
薬

を
処
方
し
て
も
ら
い
、
体
制

を
整
え
ま
し
ょ
う
。し
か
し
、

こ
れ
ら
の
症
状
が
結
核
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
、

※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

子
ど
も
が
悪
い
こ
と
を
す
る
の
は

A
君
は
十
歳
の
男
の
子
で
す
。

あ
る
日
、

A
君
は
文
房
具
屋
さ
ん
で
思
わ
ず

消
し
ゴ
ム
を

一
つ
盗
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
な

ん
で
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
、

A
君
に
も
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
消
し
ゴ
ム
を
握
り
締
め

な
が
ら
、

A
君
は
邦
窓
感
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

お
父
さ
ん
に
何
も
か
も
話
し
て
、
な
ん
と
か
し

て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん
が

帰
っ
て
き
て
も
、
そ
の
時
は
な
ぜ
か
そ
れ
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
父
さ
ん
は
何
か
た
わ
い
な
い
こ
と
で
A
沼

に
小
言
を
言
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

A
君
の
心

結

核

を

予

防

し

よ

う

は
了
一
f
yuT刊

と

ave 

ゴホ-コゃっ
t
r
ン

4t

「ゴ
ホ
ン
、
ゴ
ホ
ン
。
ど

う
も
調
子
が
惑
い
。
風
邪
柴

を
飲
ん
で
も
、
い

っ
こ
う
に

よ
く
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
状

態
が
二
週
間
以
上
も
続
い
て

い
る
。
病
院
に
行
っ
た
ほ
、
つ

が
い
い
の
か
な
:
:
:
」
。

こ
の
方
は
、

「軽
い
風
邪
だ

し
、
受
診
す
る
ま
で
も
な
い
」

と
恩
っ
て
、
家
で
様
子
を
み

て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

二
週
間
以
上
も

「せ
き
」
や

「た
ん
」
が
続
い
て
い
た
ら
、

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
相
談
〈予
約制〉

健
廟
管
理
、
生
活
習
慣
病
な
ど
に
つ
い
て
保

健
婦
と
栄
養
士
が
お
答
え
し
ま
す
。
(
予
約
制
)

nzl円〆
」

n
u
l
l7
'
n
Hτ
斗
「円
u
nHu
nuu

宮

(
引

)
8
7
6
1

に
新
し
い
感
情
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
消
し

ゴ
ム
の
件
で
副
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
A
君
に
は
、

お
父
さ
ん
の
戸
、っ小
宮
が
く
だ
ら
な
い
こ
と
の

よ
う
に
思
え
、
そ
こ
で

「お
父
さ
ん
に
も
知
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
」
と
い
う
よ
う
な
妙
な

気
持
ち
が
官
庁
生
え
て
き
た
の
で
す
。
全
知
全
能

だ
と
思
っ
て
い
た
お
父
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
に
初

め
て
人
っ
た

「ひ
び
」
で
し
た
。
尊
敬
し
、
愛

し
て
い
る
親
へ
の
初
め
て
の
裏
切
り
で
し
た
。

自
分
で
惑
い
こ
と
を
し
て
黙
っ
て
い
て
そ
ん
な

こ
と
を
思
う
な
ん
で
い
い
気
な
も
の
で
す
。

そ
の
後
、

A
君
は
様
々
な
こ
と
を
体
験
し
て

大
人
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「盗
み
」
が
い
い
こ
と
だ
と
言
、
つ
つ
も
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
裂
に
は

深
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
大
人
と
し
て
、
白
衣
戸間

だ
け
を
見
て
し
か
る
の
で
は
な
く
、
行
動
の
裂

の
窓
味
も
考
え
て
都
い
て
い
く
よ
う
な
か
か
わ

り
が
必
裂
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
V
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
山
市
普
小
学
校
北
側
宮

(Mm
)
6
0
1
3

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
菌
を

振
り
ま
い
て
い
た
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
周
囲
の
人
へ
の
感

染
も
心
配
で
す
。
早
期
発
見

・
治
療
が
大
切
だ
と
一百
わ
れ

る
の
は
、
そ
の
た
め
で
す
。

級
近
、
結
核
患
者
は
生
前

門
悩
病
を
忠
っ
て
い
る
人
や

向
齢
者
な
ど
、
免
疫
力
の
低

下
し
た
人
を
中
心
に
増
え
て

い
ま
す
。
結
核
を
予
防
す
る

に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
を

心
が
け
、
年
に

一
度
の
検
診

を
受
け
て
、
健
康
状
態
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
せ
き
や
た
ん
が
二
週
間

以
上
続
い
た
ら
、
結
核
も
疑

っ
て
、
早
め
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
日
時

4
月
旧
日
(
火
)
午
前
9
時
加
分
5
H
時

4
月
白
田
市
川
〈
)
午
後

1
時
1
3時

マ
会
場
・
申
し
込
み
先

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
(
剖
)
0
3
1
1

夜間の騒音に対して、生活環境を保全するため「神奈川県生活環境の保全

等に関する条例」の一部が改正されます。とれにより、 4月1日か5庖舗面積

が500ni'を超える大型小売j百が夜間(午後11時~午前6時)に小売諜を営む場

合には、騒音防止に努め怠ければな うたEい芯どの規制が強化Zされます。

「神奈川県生活環境の保全等に関する条例Jの一部を改正

大型小売屈の騒音規制を強化
。問い合わせ先環境政策課 (内線2331)
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